
資料２ 

（２）旧神谷家住宅主屋について 

 

所 在 地 ： 安城市野寺
の で ら

町野寺
の で ら

33-2 

所 有 者 ： 安城市 

 

【概要】 

国指定史跡本證寺
ほんしょうじ

境内内堀の南東敷地に南面して建つ農家の主屋。床上は六間取
むつまどり

とし、

前列西端室を仏間、後列西に角
つの

屋敷
や し き

を延ばし、正背面に縁
えん

1を通す。前列に３室配して上

段の仏間に続くなど説法に対応した西三河平野部の民家である。    
 

1 縁 和風住宅で、座敷の外部に面した側に設ける板敷きの部分。 

 

 
 

 

 

  
  

 旧神谷家住宅主屋(安城市提供) 

名 称 形 式 建 設 年 代 登 録 基 準 

旧神谷家住宅 

主屋 

木造平屋一部

２階建、瓦葺 

大正９(1920)年／昭和

58(1983)年頃改修 

造形の規範となって 

いるもの 

旧神谷家住宅主屋(安城市提供) 


